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の
取
り
組
み
」
に
あ
る
。

同
課
で
は
滞
納
整
理
の
進
行
管
理
は
係

長
の
役
割
だ
が
、「
組
織
的
進
行
管
理
」

導
入
前
は
、
催
告
や
差
し
押
さ
え
の
指
示

は
口
頭
や
手
書
き
の
メ
モ
を
渡
す
だ
け
、

そ
れ
を
受
け
た
職
員
の
実
施
状
況
の
把
握

も
係
長
任
せ
だ
っ
た
。「
組
織
的
進
行
管

理
」
導
入
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
納
税

課
長
の
竹
田
勝
美
さ
ん
は
、「
係
長
と
担

当
職
員
だ
け
の
、
外
か
ら
は
『
見
え
な
い

世
界
』
で
業
務
が
進
め
ら
れ
、
指
示
し
た

こ
と
も
実
施
状
況
の
把
握
も
曖
昧
に
な
っ

て
い
ま
し
た
」
と
、
以
前
の
状
況
を
説
明

す
る
。

滞
納
整
理
は
心
理
的
負
担
の
大
き
い
業

務
だ
。
重
要
な
案
件
ほ
ど
な
か
な
か
着
手

で
き
ず
時
間
ば
か
り
経
過
す
る
。
そ
れ
は

収
入
率
の
伸
び
悩
み
だ
け
で
な
く
、
ム
ダ

な
時
間
外
勤
務
に
も
つ
な
が
っ
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
打
破
す
る
に
は
、「
見
え
な

い
世
界
」
を
「
見
え
る
化
」
す
る
し
か
な

い

―
。
そ
う
考
え
た
竹
田
さ
ん
は
、
電

算
シ
ス
テ
ム
に
進
行
管
理
支
援
機
能
を
付

加
す
る
こ
と
を
提
案
、
実
現
し
た
。
そ
の

内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。

係
長
は
、
滞
納
整
理
の
指
示
内
容
や
期

限
、
実
施
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
シ
ス

テ
ム
に
入
力
し
、
そ
の
情
報
は
課
長
級
以

上
の
管
理
職
も
含
め
全
職
員
が
見
る
こ
と

が
で
き
る
。「
シ
ス
テ
ム
の
基
本
情
報
画

面
を
開
い
た
瞬
間
、『
○
年
○
月
○
日
○

時
○
分
　
■
係
長
指
示
⇒
分
納
不
履
行

時
、
預
貯
金
差
押
』
と
い
っ
た
画
面
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
口
頭
や
メ
モ
よ

り
ず
っ
と
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
し
か
も

同
じ
画
面
を
誰
も
が
見
る
こ
と
が
で
き

　
北
九
州
市
で
は
平
成
21
年
1
月
、
行

財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ま
で

7
つ
の
行
政
区
そ
れ
ぞ
れ
で
行
っ
て
い

た
税
の
賦
課
・
徴
収
業
務
を
、
東
部
と

西
部
2
つ
の
市
税
事
務
所
に
集
約
し
た
。

　
集
約
に
伴
い
、
職
員
定
数
削
減
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
め
ざ
し
、
事
務
改

善
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
門
司
、

小
倉
北
、
小
倉
南
の
3
区
を
管
轄
す
る

東
部
市
税
事
務
所
で
は
、
大
幅
な
時
間

外
勤
務
の
削
減
が
進
み
、
26
年
度
に
は
、

前
年
度
比
で
4
割
（
4
0
0
0
時
間
）

も
の
削
減
を
達
成
し
た
。
こ
の
こ
と
は

職
員
の
健
康
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
向
上
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　
今
回
は
東
部
市
税
事
務
所
の
中
で
も

特
に
時
間
外
勤
務
削
減
が
め
ざ
ま
し
い

納
税
課
と
、
固
定
資
産
税
課
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
。

滞
納
整
理
を
「
見
え
る
化
」

夜
間
の
電
話
催
告
も
全
廃

資
料
1
は
、
東
部
市
税
事
務
所
納
税
課

に
お
け
る
時
間
外
勤
務
実
績
と
市
税
の
収

入
率
＊1
の
推
移
を
見
た
も
の
だ
。
年
を
追

う
ご
と
に
時
間
外
勤
務
が
大
き
く
減
る
一

方
で
、
収
入
率
は
右
肩
上
が
り
に
上
昇
し

て
い
る
。
平
成
26
年
度
に
は
、
時
間
外
勤

務
が
前
年
度
比
で
8
割
以
上
も
減
り
、
職

員
総
数
63
人
の
同
課
で
、
合
計
1
0
1
時

間
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
時
間
外

に
行
う
税
務
研
修
参
加
の
た
め
で
、
実
質

的
に
は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
。

こ
の
よ
う
な
成
果
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
務

改
善
に
よ
る
も
の
だ
が
、
特
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
の
が
24
年
度
に
導
入
さ
れ

た
滞
納
整
理
に
お
け
る
「
組
織
的
進
行
管

理
」
で
あ
り
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
滞

納
整
理
の
見
え
る
化
」
と
、「
組
織
一
体
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資料1　東部市税事務所納税課　時間外勤務と収入率の推移

納税課長・竹田 勝美さん

＊1　本来収入となるべき金額に対して実際に収入となった金額の割合
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る
。
職
員
は
適
宜
適
切
に
指
示
ど
お
り
に

着
手
せ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
係
長
も
進
捗

状
況
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
」と
、竹
田
さ
ん
は「
見
え
る
化
」

の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
。

さ
ら
に
係
長
は
毎
朝
一
番
に
、
自
ら
の

指
示
事
項
に
係
る
実
施
状
況
と
そ
の
理
由

を
課
長
に
報
告
し
、
と
も
に
対
応
策
を
検

討
す
る
。
ま
た
毎
週
月
曜
日
に
は
、「
組

織
的
進
行
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
、
課
長
2

人
と
全
係
長
13
人
が
集
ま
り
、
進
行
管
理

の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
も

設
け
て
い
る
。
加
え
て
、
月
に
一
度
、
所

長
も
参
加
し
て
「
組
織
的
進
行
管
理
」
に

関
す
る
課
内
会
議
も
開
か
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
課
を
挙
げ
て
の「
日
・
週
・
月
単
位

の
組
織
的
進
行
管
理
」
は
、
職
員
に「
組

織
が
一
体
感
を
も
っ
て
案
件
処
理
に
関
わ

る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
も
組
織

と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
」
と

い
う
安
心
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

ま
た
同
課
で
は
、
夜
間
の
電
話
催
告
も

全
廃
し
た
。
携
帯
電
話
が
普
及
し
、
固
定

電
話
で
も
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
機
能

が
あ
る
昨
今
、
納
税
課
か
ら
の
電
話
催
告

に
は
居
留
守
を
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

た
と
え
電
話
が
繋
が
っ
た
と
し
て
も
、夜
、

ア
ル
コ
ー
ル
も
入
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
き
に
滞
納
整
理
の
話
を
す
る
こ
と

は
、
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
だ
け
で
、

納
付
に
結
び
付
く
こ
と
は
少
な
い

―
。

こ
の
よ
う
に
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
全

廃
さ
れ
た
夜
間
の
電
話
催
告
は
、
結
果
的

に
時
間
外
勤
務
削
減
に
も
つ
な
が
っ
た
。

定
時
退
庁
す
る
組
織
風
土
が
定
着

以
前
よ
り
仕
事
に
専
念
で
き
る

処
理
す
べ
き
案
件
が
「
見
え
る
化
」
さ

れ
る
こ
と
は
、
職
員
に
と
っ
て
目
標
が
明

確
に
な
る
半
面
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も
な

る
が
、
組
織
一
体
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
い

う
安
心
感
に
よ
っ
て
案
件
の
処
理
が
進

む
。
そ
の
結
果
、
仕
事
を
効
率
的
に
こ
な

し
、
定
時
で
退
庁
す
る
と
い
う
組
織
風
土

が
定
着
し
た
。
さ
ら
に
夜
間
の
電
話
催
告

の
全
廃
も
相
ま
っ
て
時
間
外
勤
務
削
減
と

収
入
率
ア
ッ
プ
の
両
立
と
い
う
成
果
が
も

た
ら
さ
れ
た
。

納
税
課
の
目
覚
ま
し
い
成
果
の
理
由

は
、
こ
の
よ
う
に
総
括
で
き
そ
う
だ
が
、

実
際
は
ど
う
な
の
か
。
職
員
の
声
を
聞
い

た
。納

税
課
主
任
の
飯
田
真
子
さ
ん
は
、「
滞

納
整
理
の
着
手
は
、
以
前
に
比
べ
確
実
に

早
く
な
っ
て
お
り
、
案
件
が
た
ま
る
こ
と

も
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
。「
仕
事

だ
け
で
1
日
が
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
家

庭
の
こ
と
も
十
分
で
き
、
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
家
庭
の
心
配

事
も
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
以
前
よ
り
仕

事
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
も
語
る
。

「
課
内
で
定
時
退
庁
と
い
う
組
織
風
土
が

定
着
し
て
い
る
の
で
、
早
い
時
間
で
も
帰

り
や
す
い
で
す
ね
。
時
間
外
勤
務
と
な
る

と
子
ど
も
の
延
長
保
育
な
ど
手
配
が
大
変

な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
な
く
な
り
非
常
に

楽
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
育
児

休
業
明
け
で
現
在
も
部
分
休
業
で
定
時
よ

り
早
く
退
庁
し
て
い
る
同
課
主
任
の
増
田

博
美
さ
ん
。
家
事
を
終
え
、
子
ど
も
を
寝

か
し
つ
け
て
も
、
ま
だ
夜
の
9
時
。
一
緒

に
寝
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
「
非
常
に
健

康
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

家
屋
評
価
へ
の
機
能
分
担
制

導
入
で
業
務
の
効
率
化
図
る

固
定
資
産
税
課
で
は
26
年
度
、
前
年
度

比
6
割
減
の
時
間
外
勤
務
削
減
を
果
た
し

た
。
そ
れ
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
が
、「
家

屋
評
価
に
お
け
る
機
能
分
担
制
」（
資
料

2
）
の
導
入
で
あ
る
。

納税課主任の飯田 真子さん（左）と増田 博美さん

従 来 平成26年度～

非木造担当班が評価

■担当地区の新増築等家屋を一律に評価

■非木造家屋は担当地区に関わらず、非木造担当班が評価を行う
■木造担当班は従来より広範囲を、非木造担当班は従来より狭い範
　囲を設定

非
木
造
担
当
班

木
造
担
当
班

非木造家屋 木造家屋

資料2　家屋評価における機能分担制
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家
屋
の
評
価
方
法
は
、「
木
造
家
屋
」
と
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の「
非
木
造
家
屋
」と
で
大
き
く
異
な
る
。

「
非
木
造
家
屋
」
の
評
価
は
木
造
家
屋
よ
り

専
門
性
が
高
く
、
分
譲
物
件
と
な
る
と
賃

貸
物
件
よ
り
い
っ
そ
う
煩
雑
な
作
業
と
な

る
。
非
木
造
家
屋
を
1
棟
評
価
す
る
の
に

要
す
る
時
間
は
、
慣
れ
た
職
員
と
不
慣
れ

な
職
員
と
で
は
大
き
な
差
が
出
る
と
い
う
。

以
前
は
、
家
屋
評
価
の
分
担
を
地
区
別

単
位
と
し
て
い
た
た
め
、
非
木
造
家
屋
の

評
価
に
不
慣
れ
な
職
員
が
、
担
当
地
区
内

で
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
新
築
や
増
改
築
が

あ
っ
た
場
合
で
も
対
応
せ
ざ
る
を
得
ず
、

そ
の
結
果
、
時
間
が
か
か
り
、
時
間
外
勤

務
増
加
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
家
屋
担
当
職
員
総
数
24
人
の

う
ち
、
非
木
造
家
屋
の
評
価
に
慣
れ
た
6

人
に
よ
る
「
非
木
造
担
当
班
」
を
新
た
に

創
設
。
東
部
市
税
事
務
所
管
内
全
域
の
非

木
造
家
屋
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
木
造

家
屋
の
担
当
地
区
は
他
の
班
よ
り
狭
く
す

る
こ
と
で
、
他
の
班
と
の
間
で
業
務
量
に

差
が
出
な
い
よ
う
調
整
し
た
。
固
定
資
産

税
課
長
の
成
好
賢
治
さ
ん
は
、「
こ
れ
に

よ
り
評
価
効
率
が
上
が
り
時
間
外
勤
務
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
併
せ
て
非
木

造
担
当
班
の
専
門
性
も
い
っ
そ
う
向
上
し

ま
し
た
」
と
語
る
。

で
は
、
ど
の
く
ら
い
評
価
効
率
が
上

が
っ
た
の
か
。
資
料
3
に
よ
る
と
年
間
33

棟
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
評
価
す
る
と
し
て
、

計
7
0
5
時
間
の
削
減
効
果
が
出
る
。
こ

の
数
字
は
機
能
分
担
制
導
入
前
の
試
算
だ

が
、
現
実
に
も
こ
の
ぐ
ら
い
の
削
減
効
果

が
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

真
に
実
効
性
の
あ
る

事
務
改
善
に
す
る
こ
と

北
九
州
市
で
は
、
係
長
・
主
査
職
昇
任

試
験
の
際
、
希
望
者
に
対
し
、
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
試
験
区
分
を
導
入

す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。「
国
税

専
門
官
の
よ
う
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
地

方
自
治
体
の
一
般
行
政
職
に
も
必
要
と
い

う
観
点
か
ら
の
措
置
で
す
。
専
門
性
を
高

め
る
こ
と
は
、
最
終
的
に
は
公
正
・
公
平

な
税
の
賦
課
・
徴
収
と
い
う
市
民
の
負
託

に
応
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の

な
か
で
事
務
効
率
化
が
図
ら
れ
、
時
間
外

勤
務
の
削
減
と
い
う
副
次
的
効
果
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
す
」
と
語
る
の
は
、
東
部

市
税
事
務
所
長
の
山
本
浩
二
さ
ん
だ
。

山
本
さ
ん
は
ま
た
、
女
性
職
員
の
比
率

が
高
ま
る
こ
と
も
、
時
間
外
勤
務
削
減
を

進
め
る
要
因
に
な
る
と
指
摘
し
、
こ
う
語

る
。「
当
事
務
所
も
全
職
員
1
8
6
人
の

う
ち
、今
や
3
割
が
女
性
で
す
。
昔
は『
税

は
男
の
職
場
』
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
今

は
女
性
も
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
実
践
し

な
い
と
、
業
務
自
体
が
立
ち
行
か
な
く
な

り
ま
す
」。

並
行
し
て
、
管
理
職
の
意
識
改
革
も
必

要
だ
。
同
市
で
は
昨
年
5
月
、
全
管
理
職

＊2
6
1
5
人
が
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
行

い
、
育
児
な
ど
家
庭
の
こ
と
に
時
間
を
割

く
部
下
に
理
解
を
示
す
上
司
に
な
る
こ
と

を
誓
っ
た
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
管
理
職
対
象
の
研
修

も
実
施
し
て
い
る
と
い
う
。

東
部
市
税
事
務
所
で
は
、
滞
納
整
理
に

お
け
る
組
織
一
体
の
進
行
管
理
の
導
入
と

職
員
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
さ
ら
に

職
員
の
専
門
性
の
向
上
と
そ
れ
を
担
保
す

る
昇
任
試
験
制
度
の
変
更
、
管
理
職
の
意

識
改
革
な
ど
が
か
み
合
っ
て
真
に
実
効
性

の
あ
る
事
務
改
善
が
実
現
し
た
。
そ
れ
が

劇
的
と
も
い
え
る
時
間
外
勤
務
削
減
を
可

能
に
し
た
と
い
え
る
。

固定資産税課長・成好 賢治さん

東部市税事務所長・山本 浩二さん

資料3　�家屋評価における機能分担制の導入に
伴う業務時間の削減効果見込（試算）

■1棟あたりの削減効果

1棟あたり25時間の削減効果

鉄筋コンクリート共同住宅（分譲）
項　目 従　来 導入後 削減時間

事 前 準 備 7.5 時間 7.5 時間 0時間
図 面 解 析 50時間 40時間 ▲10時間
見積書解析 50時間 40時間 ▲10時間
台 帳 入 力 20時間 15時間 ▲　5時間

計 127.5 時間 102.5 時間 ▲25時間

1棟あたり20時間の削減効果

鉄筋コンクリート共同住宅（賃貸）
項　目 従　来 導入後 削減時間

事 前 準 備 7.5 時間 7.5 時間 0時間
図 面 解 析 40時間 30時間 ▲10時間
見積書解析 40時間 30時間 ▲10時間
台 帳 入 力 3時間 3時間 0時間

計 90.5 時間 70.5 時間 ▲20時間

■年間ベースでの削減効果
　（平成25年度実績で比較）

年間で705時間の削減効果

区　分 平成25年度
建築棟数

1棟あたり
削減時間 削減効果

鉄筋コンク
リート共同
住宅（分譲）

9棟 ▲25時間 ▲225時間

鉄筋コンク
リート共同
住宅（賃貸）

24棟 ▲20時間 ▲480時間

計 33棟 ▲705時間

＊2　医療職等を除く課長級以上


